
システムへのユーザ質問発話にはしばしば曖昧性が含まれる e.g.) “奈良の有名なあの場所の名前って？”，”森見登美彦の作品名は？”

曖昧な質問文を入力とした問い返し文生成
• 変換によってモデルの回答が，正解→不正解 と変化したものが対象（EM: 0.000）
• 入力文中の動詞を起点とし，それに係る格から問い返す疑問詞を格フレーム辞書を用いて決定
• ユーザから得られた返答と曖昧な質問文をモデルに入力し，解答精度が改善することを確認

➢変換に適した条件・質問文タイ
プの詳細な分類

➢質問文生成アルゴリズムの見
直し

文構造から適切な修飾箇所を欠落させる曖昧な質問文変換手法
目的：問い返しタスクの入力とする曖昧な質問文の疑似生成

1.入力文の統語構造から事前に設定した構造タグに該当するスパンを抽出
2.抽出したスパンをQAモデルの出力を基準に欠落させ，曖昧な質問文を生成

文構造に基づく質問文の曖昧化手法

問い返し質問文生成によって曖昧性解消を行う質問応答システム
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本研究の概要

システムによる問い返し質問生成

今後の課題

P7-17

統語構造に基づいたタグを判別
• 動詞句 (VP)，前置詞句 (PP)，その両方

(Mixed) を起点とした変換

QAモデルを用いた精度評価実験
• モデルの出力の変化と解答精度の低下を確認

EM F1
Original 55.92 70.15

VP 10.88 28.70
PP 13.73 34.41

Mixed 13.69 33.73

QAモデルの解答精度比較
問い返しタスクとシステム概要

タスク全体の回答精度

<caseframe id=”eat:1” frequency=”12645”>
<argument case=”nsubj” frequency=”9682” obligatory=”1”>

<component frequency=”1036”>they</component>
<component frequency=”944”>i</component>
<component frequency=”896”>you</component>

動詞「eat」の格フレーム例

✓既存のデータセットのみでは曖昧な質問に対応できるシステム構築が困難

→ 曖昧な質問文を含むデータセット作成
• 既存の曖昧性を含まない質問応答タスク向けデータセットを変換

✓質問発話の表層的な語彙情報などを扱った変換のみでは本来の質問意図から
外れた文が多く生成されてしまう

✓曖昧な質問に回答するために十分な情報を得る必要

→ 問い返しによる対話を用いた曖昧性解消タスクの設定
• 曖昧化の際に欠落した情報の復元を試みる問い返しタスク
• 格フレーム辞書を用いた問い返し文生成手法
• 得られた追加情報を合わせて質問応答モデルの解答精度
向上を目指す

→ 文構造に基づく曖昧な質問文生成
• 構文解析により判別された統語構造を基に欠落箇所を決定
• 質問応答モデルの回答出力に応じて変換の是非を判定問い返し質問対話例問い返しを行わず不正解になる例

EM:正解率
F1: 適合率と再現率の調和平均

EM:正解率
F1: 適合率と再現率の
調和平均

EM F1
87.8 89.87


